
イベント名 第22回交流会
「子ども・ことば・親 -複言語・複文化環境で育つ/育てる-」

実施委員会 交流委員会 開催場所 オンライン

開催日時 2022年9月10日(土)14:00
〜15:30

参加人数 33名（登壇者・委員含む）

参加資格 会員・非会員 参加費 無料

イベント概要（案内文など）

第22回交流会は「子ども・ことば・親 -複言語・複文化環境で育つ/育てる-」のテーマで開
催しました。イスラエルで子育てをしている佐野さん、日本と韓国にルーツを持ち日本で

育ってきた森本さん、アメリカと日本で子育てしてきてた田中さんの3名の登壇者から本
交流会のテーマについて、それぞれの経験に基づいてお話していただきました。その後、

登壇者と参加者が交流し、会全体の振り返りをしました。

活動報告

■当日の流れと内容
①会の説明（5分）
　・趣旨説明（3分）
　・登壇者の自己紹介（2分）
②話題提供（30分）
　・佐野さん（10分）
　・田中さん（10分）
　・森本さん（10分）
③当事者・関係者の方々との交流・質疑応答（15分✖2＝30分）
④振り返りとまとめ（20分）
　・参加者同士で振り返り（10分）
　・全体での振り返り（8分）：登壇者にひと言をもらう、話したものを全体で
振り返り

　・終了＆アンケート（2分）

■アンケートでいただいたコメントの例
・様々な環境で子育てをされている方のお話を伺い、とても勉強になりました。　特に、佐

野さんのお話が娘の状況と重なる部分が多く、考えされられる内容で　した。（中略）トー

クセッションで伺った「自信を持たせる」ということを意　識しつつ、子育てをして行けたらと

思いました。

■交流委員の感想
　背景が異なる3人のお話を聞いて、改めて「複言語・複文化環境で育つ/育てる-」ことには一つ
の正解があるわけではないんだなと思いました。親のポリシーや子どもの個性、環境、言語に
対する社会の認識など様々な要因から家族毎の形が作られていることが興味深かったです。
また、正解がないテーマだからこそ、今回の交流会のように様々なケースについて話を聞く機
会が重要なのだなと思いました。
（近藤）
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